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中央大学国際センター主催 2020年度 秋学期TOEIC講座 TOEIC入門コース シラバス 
※春学期の同タイトルのコースとほぼ同内容です。ご注意ください。 

 
● コースの説明 

コースの概要・学習量・目的 TOEICの概要を知り、本番で慌てないようにするための基礎講座です。全 7回の講座で、本番より難易度を落とした模擬試験1回分を解きます。問題
演習を通して、今の力で解ける問題を探し、その問題に確実に正解するための解法や、今後の学習の仕方などを学びます。 

コースの目標 ① TOEICテストの問題形式、点数を取りやすいパートを中心とした解法など、入門的な知識を得る 
② 講座終了後も継続的に学習を続け、目標を達成するための学習法を知る 

コースの目標スコア（目安） 500点 
使用テキスト（1冊） 早川幸治・ロス・タロック『新形式問題対応 TOEICテスト 直前対策模試』（語研、1,100円） 

https://www.goken-net.co.jp/catalog/card.html?isbn=978-4-87615-312-1 
※ お手数をおかけしますが、初回授業日までに必ずテキストをご用意ください。一般書店で購入できますが、書店に常に大量に在庫している書籍では
ありません。お近くの書店にご注文いただくか、Amazon等のネット書店でお早めにご準備ください。また、出版社のサイトから直接購入も出来ます。 

1回の授業の流れ 次項に示したスケジュールに沿って、本番と同形式の問題を少しずつ解きます。1回の授業で大体大問（TOEICではPartと呼びます）1つを終えるこ
とを目指しますが、当日扱うパート・問題の難易度、受講生のみなさんの理解度等により、担当講師の判断で扱いきれなかった問題は翌週に回す、宿題
にするなどの変更を加える場合があります。ご了承ください。 

予習・復習 □ 予習…不要。復習に力を入れましょう。 
■ 復習…講義内容の確認、音読、模試問題集の解き直しなどをお勧めします。 

注意事項 ① 遠隔開催となります。次の 2点についてご了承ください。1) 録画・配信の予定はありません。講義はWebexまたはZoomを使用した同時双方向
型授業となります。 2) セキュリティを考慮して、WebexやZoomにログインされる際は本名でのログインをお願いします。ハンドルネームなど、ど
なたかわからないお名前でログインされた場合、講師が会議室への入室を許可しない場合があります。カメラやマイクのon/offは学生のみなさんのご
希望、プライバシーを尊重しつつ各講師が判断します。担当講師の指示に従ってご参加ください。 
② テキストのコピー、PDFの配布等の準備はありません。お手数ですが、テキストをお早めにご準備ください。また、Webex、Zoomは音質の面で十
分でないことがあります。テキスト付属の音源はあらかじめパソコン等にインストールしておくと便利です。 
③ 模試本の問題の方には、書き込みをしない方が復習の際便利です。書き込みは解説ページにしましょう。 
④ 遅くとも講座前日午前9時までに、manabaを通じて、WebexやZoomのミーティングURL、初日の集合の方法を担当講師より皆さんにご案内
します。 
⑤ 上記の目標スコアはあくまで目安です。500点を前提として授業を進めますが、大切なことは参加者のみなさんの意欲です。 

月５・古田島先生 

https://www.goken-net.co.jp/catalog/card.html?isbn=978-4-87615-312-1
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● 講座のスケジュール…こちらに示した模試問題集の進度は大まかなデザインです。授業の状況に応じて適宜講師が変更を加えますので、講師の指示に従ってください。また、manabaにマ
ークシートなど必要資材ををアップロードします。ご必要に応じて、あるいは講師の指示に従って、無理のない範囲でプリントアウト・閲覧をしながら学習してください。 
 

授業週 模試問題集のパートと問題番号 講義のポイント 
Week 1 Part 1 & 2 1-31 ・オリエンテーション 

・TOEICテストリスニングセクション概論 
・Part 1 と Part 2のスコアアップのコツ（このコツのことを、test-taking strategyと言います） 

Week 2 Part 3 32-70 ・Part 3の test-taking strategy 

Week 3 Part 4 71-100 ・Part 4の test-taking strategy 
・リスニングセクションまとめ 

Week 4 Part 5 101-130 ・TOEICテストリーディングセクション概論 
・Part 5の test-taking strategy 

Week 5 Part 6 
Part 7 (1) 

131-146 
147-157 

・Part 6の test-taking strategy 
・Part 7の test-taking strategy（シングルパッセージ前半について） 

Week 6 Part 7 (2) 158-175 ・Part 7の test-taking strategy（シングルパッセージ後半について） 
Week 7 Part 7 (3) 176-200 ・Part 7の test-taking strategy（マルチプルパッセージについて） 
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中央大学国際センター主催 2020年度 秋学期TOEIC講座 公式トレーニング リスニングコース シラバス 
 
● コースの説明 

コースの概要・学習量・目的 本番レベルの問題を毎回少しずつ（20問程度）解きながら、無理なくTOEICテストを俯瞰し、出題傾向や対策を丁寧に学習します。現在の英語力で解
くべき問題を見つけて、確実に正解する力を養うことを目標とした中級レベルのクラスです。 

コースの目標 ① これまでの受験経験を振り返りながら、TOEICテスト全般について出題範囲・スコアアップのコツなどの知識を得る 
② 講座終了後も継続的に学習を続け、目標を達成するための学習法を知る 

コースの目標スコア（目安） 600点 
使用テキスト（1冊） ETS『公式TOEIC Listening & Reading トレーニング リスニング編』（国際ビジネスコミュニケーション協会） 

https://www.iibc-global.org/toeic/support/prep/lr_tr_listening_01.html 
※ お手数をおかけしますが、初回授業日までに必ずテキストをご用意ください。最新の公式問題集ですので、一般の書店で幅広く在庫しています。ネ
ット書店でも購入できます。また、リスニングとリーディングをお間違えのないようにお買い求めください。 

1回の授業の流れ 次項に示したスケジュールに沿って、本番と同形式の問題を少しずつ解きます。1回の授業でテキスト1〜2章（Section）の進度を予定しています。し
かし、当日扱うパート・問題の難易度、受講生のみなさんの理解度等により、担当講師の判断で扱いきれなかった問題は翌週に回したり、宿題となるこ
とがあります。ご了承ください。 

予習・復習 □ 予習…不要。復習に力を入れましょう。 
■ 復習…講義内容の確認、音読、問題集の解き直しなどをお勧めします。 

注意事項 ① 遠隔開催となります。次の 2点についてご了承ください。1) 録画・配信の予定はありません。講義はWebexまたはZoomを使用した同時双方向
型授業となります。 2) セキュリティを考慮して、WebexやZoomにログインされる際は本名でのログインをお願いします。ハンドルネームなど、ど
なたかわからないお名前でログインされた場合、講師が会議室への入室を許可しない場合があります。カメラやマイクのon/offは学生のみなさんのご
希望、プライバシーを尊重しつつ各講師が判断します。担当講師の指示に従ってご参加ください。 
② テキストのコピー、PDFの配布等の準備はありません。お手数ですが、テキストをお早めにご準備ください。また、Webex、Zoomは音質の面で十
分でないことがあります。テキスト付属の音源はあらかじめパソコン等にインストールしておくと便利です。 
③ 遅くとも講座前日午前9時までに、manabaを通じて、WebexやZoomのミーティングURL、初日の集合の方法を担当講師より皆さんにご案内
します。 
④ テキストは問題と解説に分冊されています。問題編には、書き込みをしない方が復習の際便利です。書き込みは解説編の方にしましょう。 
⑤ 上記の目標スコアはあくまで目安です。730点を意識して授業を進めますが、大切なのは参加者のみなさんの意欲です。 

 

木５・山下先生 

https://www.iibc-global.org/toeic/support/prep/lr_tr_listening_01.html
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● 講座のスケジュール…こちらに示した問題集の進度は大まかなデザインです。授業の状況に応じて適宜講師が変更を加えますので、講師の指示に従ってください。また、manabaにマーク
シートなど必要資材をアップロードします。ご必要に応じて、あるいは講師の指示に従って、無理のない範囲でプリントアウト・閲覧をしながら学習してください。 
 

授業週 取り扱う章（Section） 講義のポイント 
Week 1 Section 1 ・オリエンテーション 

・TOEICテストリスニングセクション概論 
・Part 1 と Part 2のスコアアップのコツ（このコツのことを、test-taking strategyと言います） 

Week 2 Section 2 ・Part 3と4のスコアアップのコツ（１）概略・台詞問題・3人問題について 

Week 3 Section 3  
Section 4 

・問題演習中心 

Week 4 Section 5 
Section 6 

・問題演習中心 

Week 5 Section 7 ・Part 3と4のスコアアップのコツ（２）図表問題について 
・リスニング問題全体の段取りについて 

Week 6 Section 8 
Section 9 

・問題演習中心 

Week 7 Section 10 ・まとめ 
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中央大学国際センター主催 2020年度 秋学期TOEIC講座 公式トレーニング リーディングコース シラバス 
 
● コースの説明 

コースの概要・学習量・目的 本番レベルの問題を毎回少しずつ（20問程度）解きながら、無理なくTOEICテストを俯瞰し、出題傾向や対策を丁寧に学習します。現在の英語力で
解くべき問題を見つけて、確実に正解する力を養うことを目標とした中級レベルのクラスです。 

コースの目標 ① これまでの受験経験を振り返りながら、TOEICテスト全般について出題範囲・スコアアップのコツなどの知識を得る 
② 講座終了後も継続的に学習を続け、目標を達成するための学習法を知る 

コースの目標スコア（目安） 600点 
使用テキスト（1冊） ETS『公式TOEIC Listening & Reading トレーニング リーディング編』（国際ビジネスコミュニケーション協会） 

https://www.iibc-global.org/toeic/support/prep/lr_tr_reading_01.html 
※ お手数をおかけしますが、初回授業日までに必ずテキストをご用意ください。最新の公式問題集ですので、一般の書店で幅広く在庫しています。
ネット書店でも購入できます。また、リスニングとリーディングをお間違えのないようにお買い求めください。 

1回の授業の流れ 次項に示したスケジュールに沿って、本番と同形式の問題を少しずつ解きます。1回の授業でテキスト1〜2章（Section）の進度を予定しています。
しかし、当日扱うパート・問題の難易度、受講生のみなさんの理解度等により、担当講師の判断で扱いきれなかった問題は翌週に回したり、宿題とな
ることがあります。ご了承ください。 

予習・復習 □ 予習…不要。復習に力を入れましょう。 
■ 復習…講義内容の確認、音読、問題集の解き直しなどをお勧めします。 

注意事項 ① 遠隔開催となります。次の2点についてご了承ください。1) 録画・配信の予定はありません。講義はWebexまたはZoomを使用した同時双方向
型授業となります。 2) セキュリティを考慮して、WebexやZoomにログインされる際は本名でのログインをお願いします。ハンドルネームなど、
どなたかわからないお名前でログインされた場合、講師が会議室への入室を許可しない場合があります。カメラやマイクのon/offは学生のみなさん
のご希望、プライバシーを尊重しつつ各講師が判断します。担当講師の指示に従ってご参加ください。 
② テキストのコピー、PDFの配布等の準備はありません。お手数ですが、テキストをお早めにご準備ください。 
③ 遅くとも講座前日午前9時までに、manabaを通じて、WebexやZoomのミーティングURL、初日の集合の方法を担当講師より皆さんにご案内
します。 
④ テキストは問題と解説に分冊されています。問題編には、書き込みをしない方が復習の際便利です。書き込みは解説編の方にしましょう。 
⑤ 上記の目標スコアはあくまで目安です。730点を意識して授業を進めますが、大切なのは参加者のみなさんの意欲です。 

 
 

水５・増田先生 

https://www.iibc-global.org/toeic/support/prep/lr_tr_reading_01.html
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● 講座のスケジュール…こちらに示した問題集の進度は大まかなデザインです。授業の状況に応じて適宜講師が変更を加えますので、講師の指示に従ってください。また、manabaにマーク
シートなど必要資材をアップロードします。ご必要に応じて、あるいは講師の指示に従って、無理のない範囲でプリントアウト・閲覧をしながら学習してください。 
 

授業週 取り扱う章（Section） 講義のポイント（太字は当日扱うテキストに出現する重要問題あるいは難問に言及しています） 
Week 1 Section 11 ・オリエンテーション 

・TOEICテストリーディングセクション概論 
・Part 5のスコアアップのコツ（このコツのことを、test-taking strategyと言います） 
・Part 7文位置選択問題 
・Part 7 トリプルパッセージ 

Week 2 Section 12 ・Part 6のスコアアップのコツ 
・Part 7のスコアアップのコツ (1) 概略 
・Part 7 ダブルパッセージ 

Week 3 Section 13  ・Part 7のスコアアップのコツ (2) 設問の種類、マルチプルパッセージについて 
・Part 7文位置選択問題 
・Part 7 トリプルパッセージ 

Week 4 Section 14 
Section 15 

・問題演習中心 
・Part 7文位置選択問題 
・Part 7 ダブル／トリプルパッセージ 

Week 5 Section 16 
Section 17 

・問題演習中心 
・Part 7文位置選択問題 
・Part 7 チャット問題 
・Part 7 ダブル／トリプルパッセージ 

Week 6 Section 18 
Section 19 

・問題演習中心 
・Part 7文位置選択問題 
・Part 7 チャット問題、article問題 
・Part 7 ダブルパッセージ 

Week 7 Section 20 ・まとめ 
・Part 7 ダブルパッセージ 
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中央大学国際センター主催 2020年度 秋学期TOEIC講座 中級実践（公式問題集 6）コース シラバス 
※月曜日と水曜日のコースは、同じテキストを使用します。月曜日のクラスはテキストのTest 1（前半）を、水曜日のクラスは、Test 2（後半）を学習します。 

 
● コースの説明 

コースの概要・学習量・目的 全 7回の講座で、最新の公式問題集の半分（TOEIC1回分、200問）を学習します。本番同様の問題演習を通じて、高スコア獲得のためのコツを学び
ます。また、受講者一人一人が自身の弱点を発見する手助けをし、今後の学習のヒントを得られるような短期講座を目指します。 

コースの目標 ① TOEICテスト全般について幅広い知識を得る 
② 講座終了後も継続的に学習を続け、目標を達成するための学習法を知る 

コースの目標スコア（目安） 730点 
使用テキスト（1冊） ETS『公式TOEIC Listening & Reading 問題集6』（国際ビジネスコミュニケーション協会）※6です。茶色の表紙です。 

https://www.iibc-global.org/toeic/support/prep/lr_ud_06/pr.html 
※ お手数をおかけしますが、初回授業日までに必ずテキストをご用意ください。最新の公式問題集ですので、一般の書店で幅広く在庫しています。
ネット書店でも購入できます。 

1回の授業の流れ 次項に示したスケジュールに沿って、本番と同形式の問題を少しずつ解きます。1回の授業で大体大問（TOEICでは Partと呼びます）1つを終える
ことを目指しますが、当日扱うパート・問題の難易度、受講生のみなさんの理解度等により、担当講師の判断で扱いきれなかった問題は翌週に回した
り、宿題となることがあります。ご了承ください。 

予習・復習 □ 予習…不要。復習に力を入れましょう。 
■ 復習…講義内容の確認、音読、問題集の解き直しなどをお勧めします。 

注意事項 ① 遠隔開催となります。次の2点についてご了承ください。1) 録画・配信の予定はありません。講義はWebexまたはZoomを使用した同時双方向
型授業となります。 2) セキュリティを考慮して、WebexやZoomにログインされる際は本名でのログインをお願いします。ハンドルネームなど、
どなたかわからないお名前でログインされた場合、講師が会議室への入室を許可しない場合があります。カメラやマイクのon/offは学生のみなさん
のご希望、プライバシーを尊重しつつ各講師が判断します。担当講師の指示に従ってご参加ください。 
② テキストのコピー、PDFの配布等の準備はありません。お手数ですが、テキストをお早めにご準備ください。また、Webex、Zoomは音質の面で
十分でないことがあります。テキスト付属の音源はあらかじめパソコン等にインストールしておくと便利です。 
③ 遅くとも講座前日午前9時までに、manabaを通じて、WebexやZoomのミーティングURL、初日の集合の方法を担当講師より皆さんにご案内
します。 
④ テキストは問題と解説に分冊されています。問題編には、書き込みをしない方が復習の際便利です。書き込みは解説編の方にしましょう。 
⑤ 上記の目標スコアはあくまで目安です。730点を意識して授業を進めますが、大切なのは参加者のみなさんの意欲です。 

【Test1】月6・須永先生／【Test2】水5・澤田先生 

https://www.iibc-global.org/toeic/support/prep/lr_ud_06/pr.html
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● 講座のスケジュール…こちらに示した問題集の進度は大まかなデザインです。授業の状況に応じて適宜講師が変更を加えますので、講師の指示に従ってください。また、manabaにマーク
シートなど必要資材をアップロードします。ご必要に応じて、あるいは講師の指示に従って、無理のない範囲でプリントアウト・閲覧をしながら学習してください。 
 

授業週 問題集のパートと問題番号 講義のポイント 
Week 1 Part 1 & 2 1-31 ・オリエンテーション 

・TOEICテストリスニングセクション概論 
・Part 1 と Part 2のスコアアップのコツ（このコツのことを、test-taking strategyと言います） 

Week 2 Part 3 32-70 ・Part 3の test-taking strategy 

Week 3 Part 4 71-100 ・Part 4の test-taking strategy 
・リスニングセクションまとめ 

Week 4 Part 5 101-130 ・TOEICテストリーディングセクション概論 
・Part 5の test-taking strategy 

Week 5 Part 6 
Part 7 (1) 

131-146 
147-157 

・Part 6の test-taking strategy 
・Part 7の test-taking strategy（シングルパッセージ前半について） 

Week 6 Part 7 (2) 158-175 ・Part 7の test-taking strategy（シングルパッセージ後半について） 
Week 7 Part 7 (3) 176-200 ・Part 7の test-taking strategy（マルチプルパッセージについて） 
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中央大学国際センター主催 2020年度 秋学期TOEIC講座 ハイレベルリーディングコース シラバス 
 
● コースの説明 

コースの概要・学習量・目的 全 7回の講座で、本番と同レベルのTOEICリーディングの問題を2回分＋α（200問以上）学習します。多くの受験者にとって、リーディングは目
標達成を阻む大きな壁です。このコースでは、本番同様あるいは時にそれ以上のレベルの問題演習と、受験・指導経験共に豊かな講師の精密な助言に
より、受講者一人一人が正答率を極限まで高めるための自己分析を行い、近い将来の超ハイスコア達成の一助となるような短期講座を目指します。 

コースの目標 ① TOEICテスト全般について幅広い知識を得る 
② 高い正答率達成のための自己分析が出来るようになる 
③ 講座終了後も継続的に学習を続け、目標を達成するための学習法を知る 

コースの目標スコア（目安） 860点〜900点 
使用テキスト（1冊） YBM TOEIC研究所『TOEICテスト YBM超実践模試リーディング500問 Vol. 1』（朝日出版） 

https://www.asahipress.com/bookdetail_lang/9784255011882/ 
※ お手数をおかけしますが、初回授業日までに必ずテキストをご用意ください。一般の書店・ネット書店で購入できます。出版されて間もない本で
すので、比較的入手はしやすいかと思いますが、1つの書店に何冊も在庫している本ではありません。お早めのご準備をお願いいたします。 

1回の授業の流れ 次項に示したスケジュールに沿って、本番と同形式の問題を解きます。当日扱うパート・問題の難易度、受講生のみなさんの理解度等により、担当講
師の判断で扱いきれなかった問題は翌週に回す、宿題にするなどの変更を加える場合があります。ご了承ください。 

予習・復習 □ 予習…不要。復習に力を入れましょう。 
■ 復習…講義内容の確認、音読、問題集の解き直しなどをお勧めします。 

注意事項 ① 遠隔開催となります。次の2点についてご了承ください。1) 録画・配信の予定はありません。講義はWebexまたはZoomを使用した同時双方向
型授業となります。 2) セキュリティを考慮して、WebexやZoomにログインされる際は本名でのログインをお願いします。ハンドルネームなど、
どなたかわからないお名前でログインされた場合、講師が会議室への入室を許可しない場合があります。カメラやマイクのon/offは学生のみなさん
のご希望、プライバシーを尊重しつつ各講師が判断します。担当講師の指示に従ってご参加ください。 
② テキストのコピー、PDFの配布等の準備はありません。お手数ですが、テキストをお早めにご準備ください。 
③ 遅くとも講座前日午前9時までに、manabaを通じて、WebexやZoomのミーティングURL、初日の集合の方法を担当講師より皆さんにご案内
します。 
④ 上記の目標スコアはあくまで目安です。860点〜900点を意識して授業を進めますが、大切なのは参加者のみなさんの意欲です。 

 
 

火5・野村先生 

https://www.asahipress.com/bookdetail_lang/9784255011882/
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● 講座のスケジュール…こちらに示した問題集の進度は大まかなデザインです。授業の状況に応じて適宜講師が変更を加えますので、講師の指示に従ってください。また、manabaにマーク
シートなど必要資材をアップロードします。ご必要に応じて、あるいは講師の指示に従って、無理のない範囲でプリントアウト・閲覧をしながら学習してください。 
 

授業週 問題集のTest番号とパート番号 授業の内容 
Week 1 Test 1 Part 5 & 6 Strategy reviewと問題演習 
Week 2 Test 1 Part 7 （シングルパッセージ） Strategy reviewと問題演習 

Week 3 Test 1 Part 7（マルチプルパッセージ） Strategy reviewと問題演習 

Week 4 Test 2 Part 5 & 6 問題演習と解説 

Week 5 Test 2 Part 7（シングルパッセージ） 問題演習と解説 

Week 6 Test 2 Part 7（マルチプルパッセージ） 問題演習と解説 

Week 7 予備日 担当講師の指示に従ってください。Test 3の通し練習、受講者のみなさんのリクエスト、またはみなさんの学習状況により、担当講師がその他ふさわ
しい内容を提供します。 

 


